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経産婦における助産所出産選択の意思決定要因と出産体験の分析
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抄録：研究目的は経産婦の助産所出産選択の意思決定要因を明らかにすることと、出産体験を分析することである。Ａ助産所出産

を選択し研究協力の得られた経産婦３名を対象に、半構成式面接を妊娠中及び出産後の２回（１名は出産後のみ）実施した。

内容は逐語録を作成し質的帰納的に分析した。結果、助産所出産を選択した要因には、前回出産時の【病・産院の医療に対

する疑問】から【助産所に関する情報】を収集して、自らが【思い描く出産】の実現場所として主体的に助産所出産を選択

していた。出産体験の振り返りでは、妊娠期からの助産師と築いた良い関係をもとに【助産師への信頼】が生まれ、主体的

に出産することで【自信】が持て、助産所でのゆったりとした時間は、【家族との良い関係・時間】をもたらしていた。また、

女性たちの発言からは、食事やアメニティなどの【助産師のこだわりに対する共感】が感じられた。これらのことが【出産

の満足感】に繋がっていた。
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Ⅰ．緒言
我が国における出産場所は1950年では約96％が自宅・助

産所１）であったが、その後病院や診療所といった施設に移
行し、2013年現在、助産所出産の割合は0.8％で、自宅出産
の0.2％を加えても自宅・助産所出産の割合はわずか１％で
ある。

このような状況の中ではあるが、一部の女性たちは出産
に関しての自分のニーズに応えてくれる場として助産所出
産を選択している。助産所での出産を選択する女性は、出
産そのものに対する自分の明確な意思を持ち２～３）、病産院
で出産した女性よりも満足度が高く３～４）、豊かな出産体験
をしている５～６）ことが先行研究で明らかにされている。

そこで、本研究の目的は、分娩を取り扱う有床助産所が
県内に４カ所といったＢ県内の一助産所であるＡ助産所で
出産した経産婦の助産所出産選択の意思決定要因を明らか
にすることと、助産所出産の体験を分析することである。

Ⅱ．研究対象及び方法
Ａ助産所出産を選択し、研究協力の得られた経産婦４名

を対象として、助産所内若しくは研究参加者の自宅にて、
半構成式面接を妊娠中及び出産後の２回実施した（１名は

出産後のみ面接）。その内、今回は前回までの出産場所が病
院・診療所であった３名を分析対象とした。

面接内容は逐語録を作成し、質的帰納的に分析した。尚、
本研究は大学倫理委員会の承認後実施し、研究参加者には
書面で同意を得た。　

調査内容は、助産所での出産を選んだ理由、助産所の助
産師に受けたいケアとケアを受けた感想などである。

調査期間は、平成25年12月９日から平成26年３月３日ま
でである。

Ⅲ．結果
１．対象者の背景

研究参加者の平均年齢は37歳であった。今回を除く出産
の経験は１～２回で、前回まではいずれも病・産院での出
産であった。

２．助産所出産選択の意思決定要因（表１）
分析の結果、Ａ助産所での出産の選択に繋がった理由は、

18のサブカテゴリーと３つのカテゴリーで構成された。
文中ではカテゴリーを【　】、サブカテゴリーを＜　＞で

表す。
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Ａ助産所での出産の選択に繋がった理由として、経産婦
は前回出産時の【病・産院の医療に対する疑問】から【助
産所に関する情報】を収集して、自らが【思い描く出産】
の実現場所として主体的に助産所出産を選択するという出
産に対するこだわりを持っていた。

以下、カテゴリーとそれぞれに含まれるサブカテゴリー
を示す。
１）病・産院の医療に対する疑問
【病・産院の医療に対する疑問】は、＜医療行為の結果へ

の疑問＞＜医療行為の否定＞＜病院でのケアシステムへの
疑問＞＜バースプランとの相違＞＜出産準備クラスへの不
満＞の５つのサブカテゴリーから構成された。
２）助産所に関する情報
【助産所に関する情報】は、＜出産した知人からの情報＞

＜助産所自体への興味＞＜ＨＰを見て＞＜助産所の見学を
して＞の４つのサブカテゴリーから構成された。
３）思い描く出産
【思い描く出産】は、＜自然に産みたい＞＜布団の上で産

みたい＞＜家族の立ち会い出産をしたい＞＜生まれてくる
子どもの力を信じて産みたい＞＜入院期間の短縮等の融通
が利きそう＞＜自分の力を信じて産みたい＞＜民間療法的
なものに興味を持って＞＜医療行為をしない＞＜思い出に
残る出産をしたい＞＜家族みんなで子どもを迎えたい＞＜
夫や子どもに臍帯を切ってほしい＞の11のサブカテゴリー
から構成された。

３．助産所出産の体験の振り返り（表２）
分析の結果、助産所出産の体験の振り返りは、19のサブ

カテゴリーと５つのカテゴリーで構成された。
助産所出産の体験の振り返りでは、妊娠期からの助産師

と築いた良い関係をもとに【助産師への信頼】が生まれ、
主体的に出産することで【自信】が持て、助産所でのゆっ
たりとした時間の流れは、出産前後の【家族との良い関係・
時間】をもたらしていた。また、女性たちの発言からは、
食事やアメニティなどの【助産師のこだわりに対する共感】
が感じられた。これらのことが【出産の満足感】にもつな
がっていた。

以下、カテゴリーとそれぞれに含まれるサブカテゴリー
を示す。
１）助産師への信頼
【助産師への信頼】は、＜助産師の対応に満足＞＜助産師

のケアはイメージ通り＞＜安楽ケアに満足＞＜１人の人
（助産師）にすべてを相談できた＞の４つのサブカテゴリー

から構成された。
２）自信
【自信】は、＜産む力があった＞＜今までも順調だったし、

赤ちゃんも元気に違いないと思った＞の２つのサブカテゴ
リーから構成された。
３）家族との良い関係・時間
【家族との良い関係・時間】は、＜家族の助けがあるから

安心できた＞＜上の子どもたちと赤ちゃんの良い関係＞＜
家族に見守られて出産できた＞の３つのサブカテゴリーか
ら構成された。
４）助産師のこだわりに対する共感
【助産師のこだわりに対する共感】は、＜助産所の食事に

共感＞＜アメニティに共感＞の２つのサブカテゴリーから
構成された。
５）出産の満足感
【出産の満足感】は、＜また助産所で産みたい＞＜自然

だったので身体が楽・回復も早い＞＜出産は良かった＞＜
出産スタイルに満足＞＜自分の子どももここで産んでほし
い＞＜会陰に傷がないので痛みもない＞＜みんなこうやっ
て産めばいいのにと思う＞＜ここで出産して良かった＞の
８つのサブカテゴリーから構成された。

Ⅳ．考察
１．助産所出産選択の意思決定要因

今回Ａ助産所での出産を選択した経産婦は、＜医療行為
の結果への疑問＞＜医療行為の否定＞＜病院でのケアシス
テムへの疑問＞＜バースプランとの相違＞＜出産準備クラ
スへの不満＞といった【病・産院の医療に対する疑問】を
感じていた。『ＷＨＯの59カ条お産のケアガイド』７）の出
産ケアとして“明らかに害があったり効果がないのでやめ
るべき事”と提示されている「出産中、慣例的に静脈点滴
を行うこと」や「産婦を慣例的にあおむけの姿勢にするこ
と」を過去の出産時に体験し不満を感じて、それが【病・
産院の医療に対する疑問】につながっていた。また、経産
婦の過去の出産では、妊娠中に思い描いていた出産までの
道筋と実際とに相違が生じており、今回、病・産院の出産
でなく助産所出産を選択して、【思い描く出産】を実現した
いと考えていた。
【思い描く出産】の実現場所選択では、＜助産所自体への

興味＞から助産所出産を検討し、実際に＜出産した知人か
らの情報＞や＜ＨＰを見て＞＜助産所の見学をして＞、主
体的にＡ助産所での出産を選択していた。また、経産婦が

【思い描く出産】の実現場所である助産所は、＜入院期間の
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短縮等の融通が利きそう＞なことや正常分娩のみを取り扱
く助産所ならではの＜医療行為をしない＞こと、＜民間療
法的なものに興味を持って＞選択され、【思い描く出産】は、
＜自然に産みたい＞＜布団の上で産みたい＞＜家族の立ち
会い出産をしたい＞＜生まれてくる子どもの力を信じて産
みたい＞＜自分の力を信じて産みたい＞＜思い出に残る出
産をしたい＞＜家族みんなで子どもを迎えたい＞＜夫や子
どもに臍帯を切ってほしい＞と、具体的かつ主体的で目的
意識を持ったものであった。これは、助産所出産を選択す
る妊婦は出産に対して目的意識が高く主体的である２～３）と
した先行研究と同様であった。

２．助産所出産の体験の振り返り
Ａ助産所では、妊娠期は通常、管理者である常勤助産師

１名がケアを行っている。それにより妊娠期から一貫した
支援が可能となり、出産時の＜助産師の対応に満足＞＜助
産師のケアはイメージ通り＞＜安楽ケアに満足＞＜１人の
人（助産師）にすべてを相談できた＞といった【助産師へ
の信頼】がうかがえる発言につながった。先行研究では、

「継続的で一貫した支援を提供することで助産師への安心
感・信頼が確固となり、妊産婦が主体的な出産に向けて行
動していた」８）、「妊婦にとって信頼のおける助産師が、出
産に向けて心身を整えていくことの重要性を繰り返し説く
からこそ、妊婦は少しずつ主体的に妊娠・出産に取り組も
うと自覚を持つ」９）と述べている。信頼できる助産師が傍
らにいることで、産婦は自らが【思い描く出産】に向けて
主体的に取り組むことができるのである。

また経産婦は、妊娠期からの【思い描く出産】に向けて
の主体的な取り組みから、＜今までも順調だったし、赤ちゃ
んも元気に違いないと思った＞と【自信】を持ちながら出
産して、出産後は自分には＜産む力があった＞とさらに【自
信】を深めていた。自信は、自分自身の能力を信じること
である。二川10）は、「自分の力を全活用せずに妊娠・出産
を終えることは、女性の人間的な成長・新しい自分の獲得
を抑制することにもつながる」と述べており、自分を信じ、
主体的に出産に取り組んだ女性は、人間的に成長できるこ
とを逆説的に示している。

さらに、経産婦が自信を持てた背景には、家族の支えも
あった。【家族との良い関係・時間】では、＜家族の助けが
あるから安心できた＞＜上の子どもたちと赤ちゃんの良い
関係＞＜家族に見守られて出産できた＞と夫や子どもたち
が出産に立ち会うことで得られる安心感も語られた。

そして、【助産師への信頼】や【自信】、【家族との良い関

係・時間】を持てたこと、食事や助産所のアメニティの中
に見出した【助産師のこだわりへの共感】が、＜また助産
所で産みたい＞＜自然だったので身体が楽・回復も早い＞
＜出産は良かった＞＜出産スタイルに満足＞＜自分の子ど
ももここで産んでほしい＞＜会陰に傷がないので痛みもな
い＞＜みんなこうやって産めばいいのにと思う＞＜ここで
出産して良かった＞といった【出産の満足感】にもつながっ
ていた。鈴木３）は、出産の満足感につながる因子として、

「出産に関する環境」「お産の経過」「精神的サポート」の３
つを挙げている。今回の調査でもＡ助産所という環境や【思
い描く出産】が実現でき、出産を振り返った時にその経過
を客観的にプラス評価できたこと、助産師や家族の精神的
サポートを受けられたことが、【出産の満足感】につながっ
たと考える。

これらのことは、病・産院等の出産であっても妊産褥婦
の出産についてのニーズを受け止め、その希望に寄り添っ
たケアを妊娠期から一貫して、可能であれば同じ助産師が
行い、産婦が家族の見守りやサポートを受けながら出産す
ることが出来れば実現できる。一人の女性が一生のうちに
体験する出産数は少ない。病・産院等では施設の規模や医
療者の勤務形態など様々な制約があるだろうが、多くの女
性が人生の中の数少ない出産を満足できるようもっと工夫
できると考える。

Ⅴ．研究の限界
本研究は、Ｂ県内の一助産所での出産を選択した女性へ

の調査であり、症例数も少ないことから、導かれた結果に
は限界がある。

今後は研究の症例数を増やして、本研究の信頼性や妥当
性を高めたいと考える。

Ⅵ．結論
一施設での調査ではあるが、助産所出産を選択した要因

として、前回出産時の【病・産院の医療に対する疑問】か
ら【助産所に関する情報】を収集して、自らが【思い描く
出産】の実現場所として主体的に助産所出産を選択すると
いう研究参加者の出産に対するこだわりから助産所出産の
選択をしていた。

助産所での出産は、妊娠期からの助産師と築いた良い関
係をもとに【助産師への信頼】が生まれ、主体的に出産す
ることで【自信】にもつながり、助産所でのゆったりとし
た時間の流れは、出産前後の【家族との良い関係・時間】
をもたらしていた。また、食事やアメニティに対する【助
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産師のこだわりへの共感】が一様にあった。そして、これ
らのことが総合的に助産所【出産の満足感】につながって
いた。
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表１　助産所出産選択の意思決定要因

カテゴリー サブカテゴリー

病・産院の医療に対する
疑問

医療行為の結果への疑問
医療行為の否定
病院でのケアシステムへの疑
問
バースプランとの相違
出産準備クラスへの不満

助産所の情報

出産した知人からの情報
助産所自体への興味
ＨＰを見て
助産所の見学をして

思い描く出産

自然に産みたい
布団の上で産みたい
家族の立ち会い出産をしたい
子どもの生まれてくる力を信
じて産みたい
入院期間の短縮等の融通が利
きそう
自分の力を信じて産みたい
民間療法的なものに興味を
持って
医療行為をしない
思い出に残る出産をしたい
家族みんなで子どもを迎えた
い
夫や子どもに臍帯を切ってほ
しい

表２　助産所出産の体験の振り返り

カテゴリー サブカテゴリー

助産師への信頼

助産師の対応に満足
助産師のケアはイメージ通り
安楽ケアに満足
１人の人（助産師）にすべて
を相談できた

自信

産む力があった
今までも順調だったし、赤
ちゃんも元気に違いないと
思った

家族との良い関係・時間

家族の助けがあるから安心で
きた
上の子どもたちと赤ちゃんの
良い関係
家族に見守られて出産できた

助産師のこだわりに対す
る共感

助産所の食事に共感
アメニティに共感

出産の満足感

また助産所で産みたい
自然だったので、身体が楽・
回復も早い
出産は良かった
出産スタイルに満足
自分の子どももここで産んで
ほしい
会陰に傷がないので、痛みも
ない
みんなこうやって産めばいい
のにと思う
ここで出産して良かった
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